
校長室だより 2021年度９月号 

Be creative！ 
  

２０２１年夏休み、光る健闘 
 １学期末、サッカー部がⅠ部リーグ２位で前半戦を折り返すと、それに呼応するかのように、野球部が高校野

球愛知県大会ベスト８の成績をおさめました。この野球部の試合では、ダンス部のチアが彼らを熱烈に応援、

吹奏楽部が録音という形でしたが、その応援に花を添えました。 

 この夏の皆さんの健闘はこれまでの本校の歴史に新たな第一歩を作り出すものとなりました。結果は出ずと

も、夏休みに毎日登校し、部活動に一生懸命取り組んだ人、日々自習室で着実に学習に取り組んだ人、そうし

た皆さんも含めて、その輝かしい取り組みに拍手を送ります。よく頑張りました。 

部・生徒氏名 大会名 成績など 

吹奏楽部 ２０２１中部日本吹奏楽コンクール愛知県大会 金賞・愛知県代表として本大会

出場（１０月浜松市にて開催） 

２０２１愛知県吹奏楽コンクール知多地区大会・県大

会・東海大会（東海大会は音源審査に変更） 

知多地区大会・県大会ともに金

賞・県選抜の大会にて東海大

会Ａ編成の部に進出・銀賞 

演劇部 第７４回 中部日本高等学校演劇大会知多地区大

会・愛知県大会 

共に優秀賞→１２月に実施され

る中部大会に出場 

音楽部 第７回 愛知県高等学校軽音楽大会 奨励賞 

和太鼓部 第４５回 全国高等学校総合文化祭 優良賞（全国第３位） 

陸上部 第６４回 東海陸上競技選手権大会（長野県開催） 

女子 400ｍ        ２年生 北村はる さん 

愛知県陸上競技選手権大会に

て入賞、東海大会進出 

水泳部 

 

２０２１高等学校新人体育大会東海大会（三重県開

催） 100ｍバタフライ   １年生 小林花音 さん 

知多地区大会では大会新記録

を出し、東海大会進出 

野球部 第１０３回高校野球愛知県大会 ベスト８に入る 

第７４回愛知県高等学校野球選手権知多地区大会 第３位 県大会に進出 

World 

Youth 

Meeting 

Phlippine Nikkei Jin Kai International 

School Senior High School（Phlippine） 

本校生徒 ２年生 本田 歩さん  

遠藤 友介さん 

         加藤健太郎さん 

文部科学大臣賞・Platinum award 

＊ＷＹＭにはほかにも２チームが参加

しました。そのうちの１チームは姉妹

校の Silay Institute校とチームを

組み、Platinum awardに輝きま

した 

 アジアの大学生・高校生が SDGsの課題をめぐり、互いの問題意識に沿っ                

て                          て、協働して探究活動に取り組みます。大会当日は具体的なアクションプランを伴っ  

            た自分たちの探究の結果を英語でプレゼンテーションします。国内の高校では立命館高校

や福井商業高校などが私たちのお手本となる学校でした。今回の文部科学大臣賞の受賞は私たちの大きな自信となりました。 

World Youth Meeting っ

てなに？ 

 



 「『自らが求める文化』とは何か―コロナ禍で考える」 

  始業式校長式辞より抜粋 

社会全体を見てみると、何とも厳しい２学期の幕開けです。コロナとの闘いは終

わるどころか、新しい局面を迎えています。改めて、感染拡大防止に努め、自分た

ちのこのかけがえのない日常を守っていきましょう。わからないこと、不安なこと

があったら、まずは相談をしてください。そして、自分自身の状況の把握をしてください。無理をして

登校することは、今は禁物です。体がだるい、発熱している、そんなときは自宅で療養をしてください。 

緊急事態宣言下の日程において、本校では文化祭が予定されています。今年の文化祭は、大変残念で

すが、学級の取り組みは中止することと致しました。準備の段階において密な状態は避けられず、文化

祭当日の皆さんの行動の把握も大変難しいと判断したからです。すでに全日程中止と決めた学校もあり

ますが、本校では、観客を分散させて文化部の舞台発表を実施することとします。 

 ４月当初、「With コロナの時代にふさわしい新しい文化を創造しよう」と私は皆さんに呼びかけまし

たが、私自身、現状の認識が極めて不十分だった、「新しい文化」とは何なのか、言葉だけで、深く考え

ることができていなかったと反省しています。つい先日の新聞で、哲学者鷲田清一氏がイタリアの作家

パオロ・ジョルダーノの言葉を紹介していました。「パンデミックが僕らの文明をレントゲンにかけて

いる」「今からもうよく考えておくべきだ。いったい何に元通りになってほしくないのかを」（『コロナの

時代の僕ら』）鷲田さんは「今一度奥歯でかみしめたい言葉である。」と述べたあと、「コロナ禍は私たち

の文明のありよう、社会の構造をこそ、問い糾している」と文章を締めくくっています。学校も同じく、

安全を求めるがあまり、価値ある取り組みをやらずに捨てていくのか、別の方法で、より自分たちにと

って価値ある取り組みができる状況に変えていくのか、人間の力が試されているのだと強く思います。

「知恵を寄せ集めよう、そしてつながろう。」と呼びかけます。この夏は、皆さんが創造的な力を持って

いることを証明した夏休みでした。その皆さんの力に私たちは期待しています。この「With コロナ」の

現実を受け止めながら、そのうえで、新しい学校、新しい文化を作っていきましょう。 

 

今月の言葉―姉妹校 Silay Institute 校より World Youth Meeting での Platinum Award 受賞を喜ぶ 

メールが届きました。共にこのプレゼンに取り組んで５年目。念願の賞を受賞しました。 

 

Good evening Principal Kikue 

On behalf of Silay Institute, we would also like to THANK 

YOU and NFU family for the opportunity that you have given us.  

The long-wait has come for us to win this Platinum Award. 

Congratulations to all of us. It is a joint-work of NFU and SI,  

cheers for the victory!  

We are looking forward to more programs partnered with you. 

 

Please also send our regards to the faculty and students of your school. 

Hope to see you after this pandemic and when everything is back to normal. 

              Arigatou Gozaimasu! With best regards,     Christine 

 


